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が
、
こ
の
版
送
ル
ー
ト
が
昆
布
ロ

l
ド
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
中
で
も
敦
賀
は
、
昆
布
ロ

l
ド
最
大
の
中
継

地
と
し
て
、
江
戸
中
期
迄
は
脚
光
を
浴
び
て
い
た
の

で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
西
廻
り
航
路
の
勃
興
に
至
る
ま

で
は
松
前
貿
易
の
昆
布
の
本
州
に
於
け
る
最
大
の
荷

揚
港
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
何
時
頃
か
ら
そ
の
交
易
が

一
昆
布
ロ

l
ド

と

敦

賀

始

ま

っ

た

の

か

は

古

い

記

録

が

無

く

明

確

に

わ

か

ら

昆
布
の
名
が
文
献
に
現
わ
れ
る
の
は
「
続
日
本
記
」
な
い
が
、
慶
長
初
年
と
思
わ
れ
る
文
書
に
、
松
前
志

で
元
正
天
皇
の
霊
亀
元
年
(
七
一
五
)
一

O
月
丁
丑
、
摩
守
慶
広
か
ら
敦
賀
の
越
後
屋
平
太
郎
に
あ
て
た
手

陸
奥
の
蝦
夷
の
請
願
を
容
れ
て
、
郡
家
の
建
置
を
許
紙
が
あ
る
。

可
し
た
こ
と
を
記
録
し
た
文
章
の
中
で
「
蝦
夷
須
賀
「
尚
々
任
見
来
昆
布
拾
駄
、
御
音
信
計
候
船
御
下

君
古
麻
比
留
等
言
。
先
祖
以
来
。
貢
献
昆
布
。
」
と
あ
候
ニ
付
而
、
大
鉄
砲
送
候
、
万
々
畏
入
候
其
以
来
不

る
の
が
最
初
の
記
録
と
さ
れ
る
。
又
「
延
喜
式
」
に
懸
御
目
、
御
床
付
存
候
、

i
以
下
略
恐
々
謹
言
」

は
、
「
陸
奥
田
昆
布
六
百
斤
。
索
昆
布
六
百
斤
・
細
昆
八
月
十
五
日
松
前
志
摩
守
慶
広
花
押

布
一
千
斤
」
と
あ
り
、
平
安
朝
時
代
に
は
昆
布
を
比
越
後
屋
兵
太
郎
殿
参
御
報

巨
米
(
広
布
)
、
又
は
衣
比
須
女
(
エ
ビ
ス
メ
)
と
称
こ
れ
よ
り
先
一
冗
亀
の
頃
、
平
松
幸
熊
丸
が
朝
倉
義

し
て
い
た
。
エ
ゾ
に
産
す
る
広
布
の
よ
う
な
海
藻
の
景
に
見
布
一
折
を
賜
っ
て
居
り
、
又
西
福
寺
が
滝
川

義
と
い
う
こ
と
が
由
来
で
あ
ろ
う
。
又
ア
イ
ヌ
語
の
一
益
に
昆
布
百
本
を
天
正
二
年
に
贈
っ
て
い
る
。

コ
ム
ブ
の
音
訳
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
主
産
地
は
ま
何
れ
も
そ
の
礼
状
が
古
文
書
に
収
録
さ
れ
て
居
り
、

さ
に
蝦
夷
、
北
海
道
と
い
う
わ
け
で
あ
る
が
、
古
来
(
敦
賀
市
史
)
近
江
及
ぴ
京
大
阪
方
面
へ
の
販
送
ル

昆
布
は
、
松
前
よ
り
敦
賀
小
浜
へ
海
路
運
ば
れ
、
加

l
ト
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
敦
賀
の
名
産
品
と
し

工
調
製
さ
れ
て
京
を
始
め
各
地
へ
送
り
出
さ
れ
、
昆
て
贈
答
用
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
又
時

布
に
よ
る
食
文
化
が
、
形
成
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
代
が
降
っ
て
寛
永
年
間
に
至
り
、
「
心
浜
藩
、
宝
酒
井
直

近
世
敦
賀
の
昆
布
細
工
考

山

本

幸

晴

勝
公
に
敦
賀
町
中
年
始
の
御
祝
儀
に
差
上
候
進
物

と
し
て
昆
布
武
百
本
又
老
中
へ
の
進
物
と
し
て

昆
布
百
本
を
献
上
」
し
て
い
る
(
敦
賀
貿
易
史
稿
)

西
廻
り
航
路
以
前
は
、
海
路
で
運
ば
れ
た
昆
布
は

敦
賀
で
荷
揚
げ
さ
れ
、
舟
運
、
陵
路
と
運
ぴ
継
が
れ

て
琵
琶
湖
舟
運
で
近
江
を
経
由
し
て
京
大
阪
へ
と
昆

布
は
運
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
以
外
に

陸
路
丹
後
街
道
を
西
に
、
小
浜
藩
城
下
に
向
け
て
運

ば
れ
て
居
り
、
西
廻
り
航
路
が
始
ま
っ
て
以
後
も
続

い
た
。
小
浜
の
御
用
昆
布
商
人
の
天
目
屋
五
郎
右
衛

門
が
敦
賀
で
買
付
け
て
運
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て

買
付
け
る
時
は
、
敦
賀
の
惣
代
に
立
会
わ
せ
選
別
を

行
な
っ
た
。
小
浜
市
、
山
名
文
書
に
そ
の
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
。

御
用
見
布
持
人
足
差
立
指
令
書

覚

一
御
用
昆
布
持
人
足
拾
三
人

右
者
、
天
日
屋
九
郎
兵
衛
昆
布
御
用
相
済
、

A
7
昼

立
致
帰
演
候
問
、
右
人
足
拾
三
人
、
松
明
持
壱
人
、

〆
人
足
拾
四
人
も
村
々
占
出
之
、
無
滞
可
持
送
者
也

十

一

月

十

二

日

敦

賀

町

奉

行

固

敦
賀
占
小
演
迄
道
筋
村
々
庄
屋
か
た
へ

御
用
昆
布
と
し
て
買
付
ら
れ
た
昆
布
は
、
「
御
用
昆
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し
て
東
浜
町
(
現
逢
来
町
)
で
営
業
を
始
め
た
初
代
者
も
漸
次
増
加
し
て
幾
多
の
年
月
と
変
遷
を
経
て
、

で
あ
る
。
こ
の
家
系
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
年
三
代
今
日
の
如
き
盛
況
を
見
る
に
至
っ
て
い
る
。
又
細
工

き
ざ
み

目
善
兵
衛
が
書
残
し
て
い
る
。
高
木
家
の
菩
提
寺
で
昆
布
の
一
種
で
あ
る
刻
昆
布
は
、
伊
藤
平
右
衛
門
が

お
ん
き
ょ
う

あ
る
樫
曲
の
遠
慶
寺
に
あ
る
寛
政
四
年
の
大
改
築
長
崎
に
於
て
伝
習
し
て
来
た
も
の
と
云
い
伝
え
ら
れ

の
棟
札
に
寄
進
名
列
の
町
方
と
し
て
、
米
屋
善
左
衛
て
い
る
。
高
木
善
兵
衛
及
び
細
工
昆
布
屋
仲
間
の
事

門
と
並
ん
で
米
屋
善
兵
衛
の
名
前
が
載
っ
て
い
る
が
、
は
敦
賀
市
史
記
載
の
石
井
左
近
文
書
「
内
職
細
工
昆

こ
れ
は
初
代
で
あ
ろ
う
。
初
代
米
善
は
、
昆
布
細
工
布
差
留
に
付
細
工
昆
布
仲
間
願
書
L

で
知
る
こ
と
が

の
草
分
け
で
あ
り
、
先
駆
者
で
あ
っ
た
が
二
代
目
に
出
来
る
の
で
あ
る
。

至
り
、
文
政
七
年
八
月
小
浜
藩
の
出
入
商
人
と
な
り
、
乍
恐
口
上
書
ヲ
以
奉
願
上
候

藩
候
よ
り
の
将
軍
家
献
上
品
を
調
製
し
、
同
年
九
月
一
御
免
御
用
細
工
昆
布
屋
仲
間
之
儀
ハ
去
ル
文
政
七

ニ
昆
布
細
工
と
高
木
善
兵
衛
昆
布
細
工
仲
間
の
設
立
を
許
可
さ
れ
、
十
月
に
は
屋
甲
申
八
月
従
、
御
上
様
細
工
昆
布
御
用
口
仰
付
難
有

明
治
三
十
五
年
に
発
行
さ
れ
た
「
福
井
県
物
産
誌
」
根
看
板
を
掲
げ
る
許
可
も
得
る
。
そ
し
て
福
井
を
始
早
速
奉
指
上
候
所
追
々
御
用
門
U
誠
二
冥
加
身

に
昆
布
細
工
の
記
述
が
あ
り
、
宝
暦
年
間
、
敦
賀
の
め
越
前
の
各
城
下
に
於
て
も
従
来
行
わ
れ
た
御
役
御
ニ
余
リ
難
有
仕
合
と
奉
存
候
、
然
ル
処
御
奉
行
様
江

高
木
善
兵
衛
が
創
製
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
水
口
弥
口
銭
と
称
す
る
一
種
の
仲
間
手
数
料
を
免
除
さ
れ
る
願
書
ヲ
以
細
工
昆
布
屋
門
川

U
御
願
申
上
候
処
御

五
郎
、
丸
屋
六
兵
衛
、
碗
屋
茂
兵
衛
等
同
業
が
続
い
と
い
う
特
典
を
得
た
の
で
あ
る
。
又
加
賀
、
越
中
、
聞
済
成
下
置
同
九
月
四
日
ニ
奉
蒙
御
免
許
、
同
十

て
そ
の
業
を
営
む
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
美
濃
、
尾
張
、
伊
勢
、
近
江
、
山
城
、
若
狭
等
八
ヶ
月
五
日
ニ
屋
根
看
板
御
免
被
為
下
置
候
尚
此
上
諸

そ
の
典
拠
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
又
そ
れ
以
後
の
文
国
三
一
十
有
余
の
城
下
に
販
路
を
拡
張
し
、
江
戸
、
京
国
江
広
ク
売
捌
敦
賀
産
物
一
一
可
相
成
様
被
為
仰
付

献

も

す

べ

て

同

書

か

ら

の

引

用

と

思

わ

れ

る

。

そ

こ

都

に

支

庖

を

設

け

て

い

る

。

候

夫

占

仲

間

一

統

相

励

広

ク

売

捌

渡

世

仕

候

折

で
高
木
善
兵
衛
の
家
譜
を
た
ど
り
、
又
関
係
文
書
を
そ
の
後
弘
化
二
年
、
細
工
昆
布
仲
間
よ
り
将
軍
家
か
ら
所
々
ニ
昆
布
細
工
仕
候
者
有
之
ニ
付
差
留
候

探
っ
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
へ
の
献
上
を
願
い
出
て
許
き
れ
、
仲
間
の
推
挙
で
毎
共
聞
入
不
申
ニ
付
無
拠
御
上
様
江
乍
恐
御
苦
労
之

か
し
ま
が
り

宝
暦
年
聞
の
高
木
善
兵
衛
は
、
敦
賀
市
樫
曲
の
高
年
正
月
に
献
上
す
る
献
上
品
の
製
作
を
担
当
す
る
の
儀
御
願
申
上
候
処
、
文
政
十
三
庚
寅
三
月
廿
九
日
ニ

木
藤
太
夫
の
出
で
高
木
善
左
衛
門
の
分
家
(
二
代
目
は
三
代
日
米
善
で
あ
る
。
以
後
細
工
に
色
々
の
工
夫
町
内
一
統
御
触
流
被
下
置
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
其

の
子
)
で
あ
り
屋
号
を
米
屋
善
兵
衛
(
米
善
)
と
称
を
加
え
て
好
評
を
博
し
、
販
路
も
益
々
拡
が
り
同
業
後
も
所
々
ニ
細
工
昆
布
門

U
候
者
も
有
之
候
得
共
吟

布
」
と
し
て
敦
賀
町
奉
行
が
燭
書
を
出
し
て
丹
後
街

道
の
道
筋
の
各
村
々
の
庄
屋
に
、
運
ぴ
人
足
、
た
い

ま
つ
持
人
足
等
、
出
役
さ
せ
夜
を
徹
し
て
も
小
浜
城

下
ま
で
運
ば
せ
た
の
で
あ
る
。
多
分
荷
車
に
御
用
昆

布
の
看
板
を
お
し
立
て
、
十
数
名
の
人
足
に
よ
っ
て

運
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
天
白
屋
は
幕
末
の
経
済
混
乱
の
中
で
難
渋
に

及
び
、
藩
に
救
岨
願
を
出
す
が
、
藩
も
救
済
す
る
カ

既
に
な
く
、
天
白
屋
は
消
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
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昧
仕
差
留
申
候
所
、
此
節
一
向
狼
ニ
相
成
所
々
ニ
細

工
昆
布
内
職
一
一
手
広
ク
仕
候
故
、
度
々
差
留
中
処
井

川
之
浪
人
千
四
半
左
衛
門
と
申
仁
、
是
非
共
内
職
細

工
昆
布
仕
差
留
申
候
得
共
間
入
不
申
夫
故
、
外
々
ニ

も
細
工
昆
布
内
職
仕
仲
間
之
差
支
ニ
相
成
甚
以

困
リ
入
申
候
且
ハ
先
達
而
徒
御
上
様
之
厚
キ
御
慈

悲
ニ
テ
細
工
昆
布
屋
仲
間
御
免
許
被
為
仰
付
被
下

置
候
規
矩
相
立
不
申
打
捨
置
候
而
ハ
右
様
追
々

増
長
仕
候
而
ハ
仲
間
一
統
必
至
と
難
渋
被
相
成
御

上
様
江
奉
恐
入
候
事
歎
ケ
ハ
敷
奉
存
候
何
卒
御
憐

怒
之
御
慈
悲
ヲ
以
町
中
一
統
細
工
昆
布
職
仲
間
之
外

相
成
不
申
様
円
U
被
成
下
置
候
ハ
、
難
有
仕
合
ニ
可

奉
存
候

右
之
趣
被
為
聞
召
分
御
憐
殿
山
之
御
慈
悲
ヲ
以
、
願

之
通
被
為
仰
付
被
下
置
候
ハ
3

難
有
仕
合
ニ
可
奉
存

骨
院

天
保
二
乙
己
年
十
一
月

丸
屋
六
兵
衛
帥

水
口
弥
五
郎
側

米
屋
善
兵
衛
剛

椀
屋
太
兵
衛
側

目
薬
屋
次
郎
兵
衛
帥

昆
布
は
そ
の
加
工
品
を
含
め
所
謂
へ
ル
シ

l
食
品

と
し
て
近
年
と
み
に
脚
光
を
浴
ぴ
て
来
て
い
る
が
、

古
来
細
工
昆
布
と
い
わ
れ
て
来
た
も
の
は
副
食
用
の
る
。
弱
冠
二
十
七
オ
で
牛
腸
番
を
勤
め
た
こ
と
は
先

昆
布
加
工
品
で
あ
っ
た
が
、
近
世
そ
れ
に
見
布
菓
子
に
述
べ
た
が
、
牛
腸
番
と
は
、
気
比
神
宮
の
例
大
祭

が
加
わ
り
、
そ
の
総
称
と
な
っ
て
来
た
。
最
近
は
更
の
執
行
の
総
責
任
者
の
こ
と
で
、
六
月
十
六
日
の
牛

に
広
範
囲
に
わ
た
る
製
品
が
次
々
と
開
発
さ
れ
て
い
腸
祭
に
は
例
大
祭
の
山
車
、
練
物
の
順
序
を
決
め
る

る
が
、
昆
布
菓
子
を
始
め
て
製
造
し
た
の
は
三
代
目
神
事
を
十
五
区
五
十
名
の
世
話
方
が
集
ま
っ
て
行
な

高
木
善
兵
衛
で
あ
っ
た
。
彼
は
敦
賀
の
著
名
な
狂
歌
う
が
、
牛
腸
番
は
、
自
宅
で
他
の
世
話
方
を
饗
応
す

師
山
本
詞
海
斉
輪
田
丸
の
九
男
で
、
家
業
は
醤
泊
醸
る
直
会
を
開
い
た
。
そ
の
役
に
選
ば
れ
る
者
は
裕
福

造
業
で
あ
っ
た
が
、
幼
名
は
添
之
助
と
云
い
、
母
い
で
あ
り
。
神
備
に
崇
敬
の
念
厚
く
識
見
豊
か
で
人
格

さ
女
は
二
代
目
高
木
善
兵
衛
の
娘
で
あ
る
。
天
保
十
優
れ
た
人
望
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
世
一
代
の

一
年
七
月
、
二
代
目
善
兵
衛
残
し
た
後
、
添
之
助
養
名
誉
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
細
工
昆
布
仲

子
と
な
り
高
木
家
を
継
ぎ
三
代
目
と
な
っ
た
。
嘉
永
聞
を
代
表
と
し
て
藩
候
、
将
軍
家
献
上
回
聞
を
調
製
し

元
年
、
二
十
四
オ
の
時
若
年
に
し
て
早
く
も
肝
煎
と
た
事
は
既
に
述
べ
た
が
、
安
政
二
年
に
入
り
、
十
月

ど
ち
ょ
う
一
ば
ん

な
り
、
二
十
七
オ
で
気
比
神
宮
の
牛
腸
番
を
勤
め
て
四
日
彼
が
新
作
と
し
て
売
り
出
し
て
い
た
菓
子
昆
布

い
る
。
そ
の
出
生
は
文
政
八
乙
酉
十
月
八
日
で
、
十
「
越
の
雪
」
を
孝
明
天
皇
及
ぴ
皇
后
に
献
上
し
て
絶

オ
の
時
父
に
死
別
、
翌
年
天
保
六
年
九
月
六
日
京
都
賛
を
博
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
後
に
粟
田
御
殿

松
原
大
丸
下
村
底
へ
奉
公
に
出
て
十
七
才
迄
勤
め
る
。
に
出
入
を
許
さ
れ
、
菊
の
御
紋
の
使
用
を
認
可
さ
れ

帰
敦
後
高
木
家
の
養
子
と
な
り
五
年
目
に
し
て
、
弘
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
が
、
孝
明
天
皇
よ

化
三
年
三
月
大
普
請
を
行
う
。
嘉
永
元
年
二
十
四
才
り
献
上
の
褒
美
と
し
て
、
天
皇
御
使
用
の
草
履
及
び

で
結
婚
、
同
年
東
浜
の
肝
煎
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
寸
か
た
し
ろ
」
を
拝
領
し
大
い
に
面
目
を
施
し
た
の

六
年
二
十
九
才
の
時
に
は
異
禅
寺
に
於
て
善
光
寺
講
で
あ
る
。
そ
の
草
履
は
善
兵
衛
自
筆
の
由
来
記
と
共

永
代
五
百
人
講
を
成
就
し
て
い
る
。
高
木
家
の
菩
提
に
敦
賀
の
異
禅
寺
に
伝
わ
っ
て
お
り
寺
宝
と
な
っ
て

寺
は
樫
曲
の
遠
慶
寺
で
あ
る
が
、
異
禅
寺
の
覚
隆
上
い
る
。
そ
の
由
来
記
に
は
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い

人
を
師
と
仰
ぎ
教
え
を
乞
う
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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御

草

履

之

御

由

来

書

日

予

山

村

庵

主

き

ま

御

迎

ニ

奉

参

上

候

、

右

御

献

上

菊

御

紋

の

免

許

を

得

て

い

る

。

但

し

こ

の

商

品

が

如

安
政
二
乙
卯
年
九
月
、
山
村
玉
泉
寺
ノ
庵
主
法
闇
尼
之
大
願
成
就
仕
候
の
み
か
米
屋
善
兵
衛
之
家
之
あ
ら
何
な
る
も
の
か
判
明
し
て
い
な
い
。

御
弟
子
に
御
茶
さ
ま
の
娘
こ
と
法
寿
尼
と
申
ス
、
右
ん
限
り
御
守
り
奉
べ
し
、
其
圏
中
に
在
て
第
一
の
宝
き
て
彼
の
年
代
記
に
よ
る
と
、
「
文
久
元
年
舟
手
買

法
関
尼
さ
ま
夏
之
頃
当
家
ニ
て
菓
子
昆
布
之
箱
入
を
と
可
相
成
と
被
仰
問
、
誠
二
難
有
事
限
り
な
し
、
此
物
越
前
に
相
成
、
後
下
り
候
、
幸
吉
丸
に
積
入
下
関

御
買
上
成
て
右
御
茶
き
ま
へ
進
上
被
致
候
処
、
御
茶
御
恩
報
之
御
為
毎
朝
御
恩
拝
ス
へ
遺
し
候
事
」
と
あ
り
続
い
て
「
翌
年
正
月
三
国
へ
、

さ
ま
よ
り
女
御
様
江
御
奉
備
候
慮
、
殊
の
外
御
賢
慮
安
政
二
乙
卯
年
十
一
月
高
木
善
兵
衛
正
義
花
押
米
身
欠
、
筒
緋
買
入
、
六
月
大
損
失
の
事
、
七
、
八

ニ
相
叶
ひ
候
由
、
御
唱
し
被
成
、
尤
御
内
々
ニ
而
御
こ
の
由
来
記
に
は
明
治
元
年
、
同
三
年
と
追
記
が
あ
月
再
度
米
下
り
大
損
失
之
事
L

と
あ
る
、
文
久
元
年

献
上
も
出
来
可
申
趣
、
御
申
越
被
成
下
候
、
右
ニ
付
り
、
由
来
記
そ
の
も
の
は
明
治
六
年
に
巽
禅
寺
に
残
よ
り
同
二
年
に
か
け
て
、
米
・
昆
布
等
の
相
場
の
下

予
思
ふ
に
此
世
に
産
出
テ
其
御
高
恩
ヲ
思
わ
ず
し
で
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
草
履
は
そ
れ
以
前
に
京
落
に
よ
り
、
大
手
回
船
問
屋
、
高
嶋
屋
久
兵
衛
に
多

年
月
ヲ
送
る
が
怨
し
く
柳
な
り
共
御
恩
報
之
印
追
と
都
へ
引
っ
越
す
際
、
懇
意
で
あ
っ
た
同
寺
の
覚
隆
上
額
の
借
入
金
が
残
り
、
後
に
は
家
屋
敷
を
担
保
と
し

思
ひ
御
献
上
之
大
願
発
し
中
略
人
に
託
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ナ
デ
モ
ノ
と
は
撫
物
、
て
長
期
返
済
を
頼
み
込
み
、
再
起
を
図
ろ
う
と
す
る
。

御
献
上
之
箱
ニ
ツ
御
献
上
左
之
通
り
或
い
は
か
た
し
ろ
の
こ
と
で
多
分
小
袖
を
一
緒
に
頂
そ
の
証
文
が
那
須
伸
一
郎
氏
所
蔵
の
高
嶋
屋
文
書
に

今
上
皇
帝
様
江
越
の
雪
一
箱
戴
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
袖
の
行
方
は
判
っ
て
い
な
残
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
一
部
を
記
載
す
る
。

女

御

様

江

同

一

箱

い

。

又

「

越

の

雪

」

に

つ

い

て

は

、

ど

の

よ

う

な

も

奉

恩

借

金

子

之

事

清
浄
製
に
し
て
桐
の
足
付
七
寸
五
分
の
で
あ
っ
た
か
推
量
の
域
を
出
な
い
が
、
明
治
四
年
一
金
武
百
八
拾
両
也
但
し
通
用
金
也

尤
京
都
ニ
而
献
上
台
二
ツ
新
求
、
御
茶
さ
ま
の
出
入
四
代
目
団
結
市
兵
衛
と
い
う
細
工
昆
布
問
屋
が
創
製
御
利
足
御
定
之
通
り

藤
原
久
兵
衛
方
ニ
法
関
、
法
寿
尼
共
旅
宿
致
、
十
月
し
た
「
求
肥
昆
布
」
の
原
型
と
思
わ
れ
る
。
現
在
田
但
し
米
五
百
拾
俵
、
筒
緋
七
百
丸
、
身
欠
三
百
七

二
日
に
御
献
上
奉
願
上
候
処
、
四
日
正
四
ツ
時
ニ
而
結
建
三
氏
が
、
そ
の
伝
統
を
守
っ
て
、
活
躍
し
て
居
十
本

(
褒
)

御
尊
前
江
奉
備
五
日
七
ツ
時
ニ
御
宝
美
と
し
て
ら
れ
る
が
明
治
初
期
の
工
場
の
貴
重
な
写
真
を
提
供
右
之
金
子
は
此
問
、
三
国
表
ニ
而
兼
而
米
身
欠
、

上
様
朝
日
御
出
迎
之
御
草
履
、
御
ナ
デ
モ
ノ
御
公
頂
い
た
。
(
別
掲
)
そ
の
後
善
兵
衛
は
、
彼
の
年
代
記
筒
緋
買
置
仕
候
ニ
付
此
度
右
荷
物
積
出
し
ニ
参
り
候

本

装

束

の

こ

と

か

(

方

)

家
様
本
衣
速
ニ
テ
三
宝
ニ
乗
、
菊
ノ
御
紋
付
ノ
御
に
よ
れ
ば
、
元
治
元
年
三
用
丸
と
名
付
け
た
商
品
を
ニ
付
奉
拝
借
候
処
、
実
正
明
白
ニ
御
座
候
、
然
ル
上

(
泊
車
)

ユ
タ
ン
を
か
け
被
為
成
御
下
リ
被
在
為
し
御
事
也
、
京
大
阪
に
売
拡
め
、
六
月
に
は
薩
洲
屋
敷
に
出
入
し
ハ
当
月
廿
目
前
後
当
湊
へ
入
津
仕
り
て
賓
挑
、
元
利

誠
ニ
以
前
代
無
類
之
難
有
御
事
に
候
故
、
十
一
日
朔
更
に
粟
田
御
殿
に
出
入
を
許
さ
れ
、
三
用
丸
に
十
六
共
急
度
御
勘
定
可
仕
候
、
為
後
日
之
恩
借
一
札
依
而
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九
巻
一
号
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如
件

拝
借
主
安
田
理
八
@

同

米

屋

善

兵

衛

@

文
久
二
壬
成
二
月
十
一
日

萩
原
久
兵
衛
様

文
久
二
年
八
月
五
日
、
居
宅
・
蔵
・
他
門
・
納
蔵
・

家
財
道
具
一
切
、
御
用
細
工
見
布
株
の
す
べ
て
を
引

当
て
る
一
札
を
入
れ
て
居
り
、
寸
決
財
品
物
皆
悉
大
下

落
仕
、
無
援
義
一
一
付
、
御
返
納
相
成
堅
甚
以
難
渋
之

趣
L

と
述
べ
て
い
る
。

再
び
年
代
記
に
戻
れ
ば
「
文
久
三
年
、
三
十
九
才

明
石
浦
海
中
薩
州
蒸
気
船
の
事
あ
り
、
世
上
乱
世
之

様
子
と
相
成
、
京
都
へ
三
用
丸
売
弘
め
に
行
く
も
、

動
気
病
ひ
、
発
ち
て
彦
根
に
休
居
、
一
月
三
十
日
、

帰
賀
致
す
L

と
述
べ
て
い
る
。

廻
船
業
や
船
問
屋
の
史
料
は
全
国
的
に
も
非
常
に

乏
し
い
と
さ
れ
て
い
て
、
敦
賀
の
高
嶋
屋
文
書
も
貴

重
な
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
高
木
善
兵
衛
と
の

取
引
関
係
の
資
料
を
通
し
て
、
廻
船
問
屋
と
物
産
問

屋
と
の
取
引
形
態
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

前
出
文
久
三
年
に
は
、
幕
府
の
命
に
よ
り
海
防
の
為

敦
賀
の
茶
町
海
岸
に
台
場
完
成
し
大
砲
八
門
が
据
え

つ
け
ら
れ
る
情
勢
と
な
る
、
翌
元
治
元
年
、
折
角
、

粟
田
御
殿
に
出
入
り
が
決
ま
り
、
正
式
に
菊
の
御
紋

入
の
免
許
を
得
な
が
ら
、
七
月
十
九
日
兵
火
の
為
、
州
屋
敷
や
、
粟
田
御
殿
へ
の
出
入
り
の
中
で
新
し
い

京
都
底
は
灰
燈
に
帰
し
、
七
月
二
十
一
日
帰
敦
す
る
。
時
代
へ
の
怠
吹
を
感
じ
乍
ら
、
幕
末
の
経
済
混
乱
期

因
み
に
六
月
十
九
日
蛤
御
門
の
変
、
七
月
十
三
日
第
を
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
善
兵
衛
の
口
惜
し
き
が
、
彼

一
次
長
州
征
伐
始
ま
る
。
続
い
て
「
元
治
元
年
十
二
の
年
代
記
の
中
か
ら
伝
わ
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

日
水
戸
浪
士
八
百
人
当
港
へ
入
津
に
付
、
諸
大
名
人
三
ま
と
め

込
み
、
祐
光
寺
に
於
て
加
易
御
本
陣
ま
か
な
い
方
相
敦
賀
の
細
玉
昆
布
は
現
在
に
至
る
ま
で
代
表
的
な

勤
候
事
。
東
浜
町
、
西
浜
町
」
と
あ
る
。
既
に
沿
海
産
物
で
あ
る
に
も
抱
ら
ず
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は

に
異
国
船
出
没
、
英
側
米
蘭
連
合
艦
隊
、
下
関
を
砲
殆
ど
語
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
加
工
に
携
わ
る
人
は

撃
し
更
に
長
州
藩
と
幕
府
と
の
対
立
が
激
化
、
京
は
多
い
時
は
数
百
軒
を
数
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

兵
火
に
包
ま
れ
、
水
戸
天
狗
党
が
加
賀
藩
に
降
伏
す
残
さ
れ
て
い
る
記
録
は
極
め
て
少
な
い
。
表
舞
台
の

る
等
ま
さ
に
世
情
混
沌
と
し
て
い
る
中
、
相
場
は
大
昆
布
ロ

l
ド
で
活
躍
し
た
の
は
、
船
荷
問
屋
と
回
漕

き
く
変
動
し
藩
の
軍
用
金
の
賦
課
金
の
増
大
、
又
水
問
屋
で
あ
っ
た
。
細
工
昆
布
の
商
家
は
比
較
的
地
味

戸
浪
士
の
件
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
徴
発
人
足
の
増
加
な
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

等
、
町
人
の
負
担
は
著
し
く
重
く
な
る
。
加
え
て
藩
天
和
二
年
、
中
村
正
記
、
正
俊
、
正
勝
共
者
の
「
遠

財
政
の
逼
迫
が
大
手
回
漕
問
屋
の
金
融
力
低
下
を
ま
目
鏡
」
と
い
う
冊
子
の
中
に
は
、
敦
賀
の
市
井
の
様
々

ね
き
、
大
き
な
相
場
の
変
動
で
損
失
を
出
し
た
取
引
な
業
種
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
昆
布
屋

問
屋
の
面
倒
が
見
き
れ
な
く
な
る
。
と
し
て
浜
島
寺
町
の
市
兵
衛
、
同
太
郎
兵
衛
、
同
善

京
都
庖
の
焼
失
後
、
善
兵
衛
は
敦
賀
に
戻
る
が
、
兵
衛
の
三
軒
が
載
っ
て
お
り
、
何
れ
も
細
工
昆
布
屋

家
庭
内
の
不
幸
も
重
な
り
慶
応
三
年
九
月
十
三
日
、
と
思
わ
れ
る
。

屋
敷
、
蔵
す
べ
て
高
嶋
屋
久
兵
衛
に
引
渡
す
こ
と
に
何
れ
に
し
て
も
初
め
の
細
工
昆
布
は
、
刻
(
き
ざ

な
る
。
再
度
上
京
し
て
再
起
を
図
る
が
、
明
治
十
二
み
)
昆
布
、
か
き
昆
布
の
み
で
あ
っ
た
が
、
菓
子
昆

年
九
月
、
九
オ
の
一
子
寅
之
助
を
残
し
て
事
業
再
興
布
の
出
現
に
よ
っ
て
本
格
的
な
名
産
品
と
な
っ
て
来

の
夢
も
空
し
く
無
念
の
中
に
敦
賀
で
病
死
す
る
。
薩
る
。
そ
し
て
近
世
初
頭
以
来
、
そ
の
伝
統
が
製
造
技
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術
の
上
で
も
、
販
路
の
上
で
も
、
継
承
さ
れ
て
来
て

お
り
或
い
は
藩
政
府
や
幕
府
の
御
用
献
上
品
と
な
り
、

或
い
は
京
都
御
所
へ
の
献
上
品
と
も
な
り
、
の
み
な

ら
ず
広
く
一
般
庶
民
の
味
と
し
て
、
そ
の
面
白
を
保

っ
て
来
た
歴
史
を
近
世
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

み
め
ヲ
令
。
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